
2020年2月10日（月）18:30～
神経難病の患者さんと支えるひとのための

サロンあうるが開催されました。
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＜当日のスケジュールと内容＞
１．当院の野中医師による講義 18:30～19:30
『パーキンソン病に似ているけれど違う病気の話し』
①パーキンソン病について ②突発性正常圧水頭症について
③進行性核上性麻痺（PSP)について ④大脳皮質基底核変性症（CBD)について
⑤まとめ／質疑応答
写真や動画をふんだんに使って、講義を行いました。 パーキンソン病と関連疾患の違いが伝
わりましたでしょうか？

２．意見交流会 19:30～20:00
今回は、居宅介護事業所から10名、訪問看護ステーションから9名、訪問診療MSW1名の

ご参加をいただきました。

それぞれのグループでは、今回のサロンに関する感想をはじめとして、日頃の葛藤や悩み、課題な
どを話され、経験談を語り合い様々なことを共有できたのではないかと思います。
パーキンソン病の様に症状に波がある患者様のケアに苦慮している方、筋萎縮性硬化症の患者様
の症状の進行に寄り添う意思決定に悩まれる方、パーキンソン病関連疾患の患者様やそのご家族
の病気への理解が乏しくそれを支援する難しさを実感している方、筋ジストロフィーの患者様の療養
の場の移行のタイミングについて悩んだ経験のある方・・・など、神経難病の患者様にかかわる方々
が、日頃から患者様やご家族に真摯に向き合い、支援して下さっているのだと再認識しました。

お忙しい中、ご参加いただきありがとうございました。今後も、細く長くサロン活動を継続していきたいと思っております。
神経難病の専門病院で、患者様を支えている私達も、日々悩みながら、皆様のお力をお借りして支援しております。今後
も宜しくお願いします。

次年度の在宅スタッフ向けサロンは、２回の開催を予定
しております。
病院建替えでご不便をおかけすると思いますが、ご案
内させていただきます。

北祐会神経内科病院
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